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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次 第26期中 第27期中 第28期中 第26期 第27期

会計期間

自　2020年
　３月１日
至　2020年
　８月31日

自　2021年
　３月１日
至　2021年
　８月31日

自　2022年
　３月１日
至　2022年
　８月31日

自　2020年
　３月１日
至　2021年
　２月28日

自　2021年
　３月１日
至　2022年
　２月28日

売上高 (千円) 1,866,999 1,786,505 1,909,294 3,541,515 3,629,241

経常利益 (千円) 114,981 95,147 135,146 157,159 242,851

中間(当期)純利益 (千円) 84,355 61,885 92,343 111,443 157,073

持分法を適用した場合
の投資利益

(千円) － － － － －

資本金 (千円) 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000

発行済株式総数 (株) 172,500 172,500 172,500 172,500 172,500

純資産額 (千円) 579,222 661,295 840,201 606,309 756,483

総資産額 (千円) 2,309,401 1,893,828 1,972,699 1,961,129 1,987,360

１株当たり純資産額 (円) 3,357.67 3,833.46 4,870.60 3,514.70 4,385.27

１株当たり中間
(当期)純利益

(円) 489.02 358.76 535.33 646.05 910.57

潜在株式調整後
１株当たり中間
(当期)純利益

(円) － － － － －

１株当たり配当額 (円) － － － 40.00 50.00

自己資本比率 (％) 25.1 34.9 42.6 30.9 38.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 2,015 21,530 241,440 84,472 131,172

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 36,754 △8,324 △16,944 28,247 △25,050

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 861,444 △138,562 △84,381 507,458 △214,318

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(千円) 1,310,648 905,691 1,063,685 1,030,825 922,991

従業員数 (名) 98 99 85 96 80
 

（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、中間連結会計期間等に係る主要な経営指標等の推移に

ついては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、新株予約権の残高はありますが、当社株式は売

買実績がなく期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

４．臨時雇用者数については、その総数が従業員数の100分の10未満のため、記載を省略しております。

５.「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を当中間会計期間の期首から適用

しており、当中間会計期間に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を適用した後の指標等と

なっております。
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２ 【事業の内容】

当中間会計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。

 

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

 

４ 【従業員の状況】

(1) 提出会社の状況

 2022年８月31日現在

従業員数(名) 85
 

(注) １ 臨時雇用者数については、その総数が従業員数の100分の10未満のため、記載を省略しております。

      ２ 当社は、御用聴き事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

(2) 労働組合の状況

当社において労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

(1) 経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

当中間会計期間において、当社の経営方針・経営戦略等又は経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な

指標等について、既に提出した有価証券報告書に記載された内容に比して重要な変更はありません。

 また、新たに定めた経営方針・経営戦略等又は経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等はあり

ません。

 
(2) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間会計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について、重要な変更はありませ

ん。

 また、新たに生じた事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

 
２ 【事業等のリスク】

　当中間会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が当

社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主要な

リスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 
３ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　当中間会計期間における当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー（以下、「経営成績等」という。）

　の状況の概要並びに経営者の視点による当社の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりで

　あります。

　　なお、当社は御用聴き事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

また、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当中間会計期間の期首か

ら　適用しております。この結果、当中間会計期間の売上高、販売費及び一般管理費はそれぞれ4,802千円減少して

おりますが、営業利益、経常利益、税引前中間純利益に変更はありません。また、利益剰余金の当期首残高に与え

る影　響はありません。

 
(1) 経営成績

当中間会計期間（2022年３月１日から2022年８月31日）における我が国経済は、2020年１月に感染が報告された

新型コロナウイルス感染症が、感染拡大と縮小を繰り返しながら、国民生活及び企業活動に影響を与えている状況

が続いております。本年はワクチン接種も進んで、変異型への対応も始まり、withコロナの流れから行動制限が緩

和されつつある状況でありますが未だ終息の目処は立っておりません。その上、海外情勢も不安定である状況が続

いており、円安傾向と原油価格等エネルギー価格の高止まりの影響で、物価の値上がりによる景気への影響も考え

られる状況にあります。このような外部環境によって、経済の先行きは依然見通しが立ちづらい状況であります。

また、withコロナを踏まえた働き方の変化によって、長期出張の減少、長期研修のWEB実施化、在宅勤務の推奨等、

企業活動の形が以前と変わりつつある状況であります。

このような不透明な環境の中にあっても、管理会社サポート事業の巡回件数及び売上高は過去最高の実績が上

がっております。これまでの営業活動が実ったとともに賃貸住宅管理業法の施行が大きく寄与しております。しか

し、ホテルや短期型賃貸住宅の利用者は徐々に増えているものの依然伸び悩んでいることから、室内清掃業務は当

面厳しい状況が続くと予想されます。当社の関与する住宅、不動産、インテリア業界においても、対面営業が減少

して少なからず影響が出ている状況となっております。

インテリア・トータルサポート事業においては、住宅購入者向けの販売会は徐々にではありますが、小規模での

開催を再開している状況であり、売上高の増加も多少見えてきております。

これらの結果、当中間会計期間の売上高は1,909,294千円（前年同期比6.9％増）となり、営業利益は134,151千円

（前年同期比40.7％増）、経常利益は135,146千円（前年同期比42.0％増）中間純利益は92,343千円（前年同期比

49.2％増）となりました。
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生産、受注及び販売の実績は、次のとおりであります。

　 　　　①生産実績

　　　  当社は生産活動を行っておりませんので、該当事項はありません。

 
　 　　　②受注実績

 　　　　当社は概ね受注から役務提供までの期間が短いため、受注実績に関する記載を省略しております。

 
　　　 　③販売実績

　　　　 当中間会計期間の販売実績を示すと、次のとおりであります。

サービスの名称 金額（千円） 前年同期比（％）

管理会社サポート事業 1,365,346 ＋7.5

インテリア・トータルサポート事業 535,377 ＋6.2

その他 8,570 △33.4

合計 1,909,294 ＋6.9
 

 
（注）主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合

相手先

前中間会計期間　
（自　2021年３月１日　  
　　至　2021年８月31日）

当中間会計期間　
（自　2022年３月１日　  
　　至　2022年８月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

エリアリンク株式会社 253,193 14.2 256,090 13.4

株式会社マックスファシリティーズ 270,855 15.2 237,415 12.4
 

 
 
(2) 財政状態

 
（流動資産）

当中間会計期間末における流動資産の残高は1,571,921千円で、前事業年度末に比べ13,236千円減少しており

ます。売掛金の減少142,622千円、商品の減少12,403千円、現金及び預金の増加140,694千円が主な変動要因であ

ります。

 

（固定資産）

　当中間会計期間末における固定資産の残高は400,778千円で、前事業年度末に比べ1,423千円減少しておりま

す。特許権の減少5,068千円、建物の減少4,464千円、ソフトウエア仮勘定の増加8,296千円が主な変動要因であ

ります。

 

（流動負債）

　当中間会計期間末における流動負債の残高は522,181千円で、前事業年度末に比べ29,067千円減少しておりま

す。未払法人税等の減少22,034千円、役員賞与引当金の減少12,200千円、未払費用の減少8,714千円、賞与引当

金の増加10,286千円が主な変動要因であります。

 

（固定負債）

　当中間会計期間末における固定負債の残高は610,316千円で、前事業年度末に比べ69,312千円減少しておりま

す。長期借入金の減少75,756千円、役員退職慰労引当金の増加5,944千円が主な変動要因であります。

EDINET提出書類

株式会社パパネッツ(E33610)

半期報告書

 5/35



 

（純資産）

　当中間会計期間末における純資産の残高は840,201千円で、前事業年度末に比べ83,718千円増加しておりま

す。当中間会計期間の中間純利益による増加92,343千円、配当金の支払による減少8,625千円がその主な変動要

因であります。

 
(3) キャッシュ・フロー

　当中間会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は1,063,685千円で前事業

年度末に比べ140,694千円増加となりました。各キャッシュ・フローの状況とその主な要因は以下のとおりであ

ります。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により獲得した資金は241,440千円（前年同期比219,909千円増）となりました。これは主に売上債権

の減少額142,622千円、税引前中間純利益135,146千円、減価償却費21,142千円、法人税等の支払額67,747千円等

によるものです。

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により支出した資金は16,944千円（前年同期比8,619千円減）となりました。これは主に無形固定資

産の取得による支出20,877千円等によるものです。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により支出した資金は84,381千円（前年同期比54,181千円増）となりました。これは主に長期借入金

の返済による支出75,756千円等によるものです。

 

４ 【経営上の重要な契約等】

当中間会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

５ 【研究開発活動】

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

 

１ 【主要な設備の状況】

 当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

２ 【設備の新設、除却等の計画】

　　 前事業年度末において、計画中又は実施中の重要な設備の新設、除却等はありません。また、当中間会計期間にお

 　いて、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 690,000

計 690,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末現在

発行数(株)
(2022年８月31日)

提出日現在発行数(株)
(2022年11月30日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 172,500 172,500
東京証券取引所

(TOKYO PRO Market)
単元株式数は100株であ
ります。

計 172,500 172,500 ― ―
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(2) 【新株予約権等の状況】

 

① 【ストックオプション制度の内容】

決議年月日 2018年３月７日

付与対象者の区分及び人数(名) 当社取締役６名　当社監査役１名　当社従業員52名

新株予約権の数(個)　※ 958(注)２

新株予約権の目的となる株式の種類、
内容及び数(株)　※

普通株式　　23,950

新株予約権行使時の払込金額(円)　※ 2,000(注)３

新株予約権の行使期間　※
2021年６月１日～2028年３月22日(但し、2028年３月22日が銀行
営業日でない場合にはその前銀行営業日)までとする。

新株予約権の行使により株式を発行する
場合の株式の発行価格及び資本組入額(円)　※

発行価格　　2,000
資本組入額　1,000

新株予約権の行使の条件　※ (注)４

新株予約権の譲渡に関する事項　※
譲渡による本新株予約権の取得については、当社取締役会の決
議による承認を要するものとする。

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関す
る事項　※

(注)５
 

※　当中間会計期間の末日（2022年８月31日）における内容を記載しております。なお、当中間会計期間の末日から

　　提出日の前月末現在（2022年10月31日）における内容から変更はありません。

(注) １．新株予約権１個につき25円で有償発行しております。

２．新株予約権１個につき目的となる株式数は、25株であります。

なお、付与株式数は、本新株予約権の割当日後、当社が株式分割(当社普通株式の無償割当てを含む。

以下同じ。)または株式併合を行う場合、次の算式により調整されるものとする。ただし、かかる調整は、

本新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的である株式の数についてのみ行われ、

調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。

 
　調整後付与株式数＝調整前付与株式数×分割(または併合)の比率

 
また、本新株予約権の割当日後、当社が合併、会社分割または資本金の額の減少を行う場合その他これらの

場合に準じ付与株式数の調整を必要とする場合には、合理的な範囲で、付与株式数は適切に調整されるもの

とする。

３．本新株予約権の割当日後、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により行使価額を調整し、

調整による１円未満の端数は切り上げる。

 

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１

分割(または併合)の比率
 

 
また、本新株予約権の割当日後、当社が当社普通株式につき時価を下回る価額で新株の発行または自己株式

の処分を行う場合(新株予約権の行使に基づく新株の発行及び自己株式の処分並びに株式交換による自己株

式の移転の場合を除く。)、次の算式により行使価額を調整し、調整による１円未満の端数は切り上げる。

 
 
 

調 整 後
行使価額

 
 
＝

 
 

調 整 前
行使価額

 
 
×

 
既発行
株式数

 
＋

新規発行
株 式 数

×
１株あたり
払込金額

新規発行前の１株あたりの時価

既発行株式数　＋　新規発行株式数
 

 
なお、上記算式において「既発行株式数」とは、当社普通株式にかかる発行済株式総数から当社普通株式に

かかる自己株式数を控除した数とし、また、当社普通株式にかかる自己株式の処分を行う場合には、「新規

発行株式数」を「処分する自己株式数」に読み替えるものとする。

さらに、上記のほか、本新株予約権の割当日後、当社が他社と合併する場合、会社分割を行う場合、その他

これらの場合に準じて行使価額の調整を必要とする場合には、当社は、合理的な範囲で適切に行使価額の調

整を行うことができるものとする。

４．①　新株予約権者は、当社が金融商品取引法に基づき提出する2021年２月期から2025年２月期のいずれかの

事業年度における、有価証券報告書に記載された損益計算書(連結損益計算書を作成している場合、連

結損益計算書)において、経常利益が下記(a)または(b)に掲げる各条件を充たした場合、各新株予約権

者に割り当てられた本新株予約権のうち、それぞれ定められた割合(以下、「行使可能割合」という。)

を上限として行使することができる。

(a) 経常利益が200百万円を超過した場合行使可能割合：50％
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(b) 経常利益が300百万円を超過した場合行使可能割合：100％

なお、国際財務報告基準の適用等により参照すべき項目の概念に重要な変更があった場合には、別途参

照すべき指標を当社取締役会にて定めるものとする。また、行使可能割合の計算において、各新株予約

権者の行使可能な本新株予約権の数に１個未満の端数が生じる場合は、これを切り捨てた数とする。

②　新株予約権者は、新株予約権の権利行使時においても、当社または当社関係会社の取締役、監査役また

は従業員であることを要する。ただし、任期満了による退任、定年退職、その他正当な理由があると取

締役会が認めた場合は、この限りではない。

③　新株予約権者の相続人による本新株予約権の行使は認めない。

④　本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点における発行可能株式総数を超過する

こととなるときは、当該本新株予約権の行使を行うことはできない。

⑤　各本新株予約権１個未満の行使を行うことはできない。

５．当社が、合併(当社が合併により消滅する場合に限る。)、吸収分割、新設分割、株式交換または株式移転

(以上を総称して以下、「組織再編行為」という。)を行う場合において、組織再編行為の効力発生日に新株

予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社(以

下、「再編対象会社」という。)の新株予約権を以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。ただ

し、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分

割契約、新設分割計画、株式交換契約または株式移転計画において定めた場合に限るものとする。

(1) 交付する再編対象会社の新株予約権の数

新株予約権者が保有する新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付する。

(2) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

(3) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件を勘案のうえ、上記(注)２に準じて決定する。

(4) 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、組織再編行為の条件等を勘案のうえ、

上記(注)３で定められる行使価額を調整して得られる再編後行使価額に、上記(3)に従って決定される当

該新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じた額とする。

(5) 新株予約権を行使することができる期間

上記の行使期間の初日と組織再編行為の効力発生日のうち、いずれか遅い日から上記の行使期間の末日ま

でとする。

(6) 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

上記の株式の発行価格及び資本組入額に準じて決定する。

(7) 譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による取得の制限については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとする。

(8) その他新株予約権の行使の条件

上記(注)４に準じて決定する。

(9) 新株予約権の取得事由及び条件

①　当社が消滅会社となる合併契約、当社が分割会社となる会社分割についての分割契約もしくは分割計

　　画、または当社が完全子会社となる株式交換契約もしくは株式移転計画について株主総会の承認(株主

　　総会の承認を要しない場合には取締役会決議)がなされた場合は、当社は、当社取締役会が別途定める

　　日の到来をもって、本新株予約権の全部を無償で取得することができる。

②　新株予約権者が権利行使をする前に、上記(注)４に定める規定により本新株予約権の行使ができなく

なった場合は、当社は新株予約権を無償で取得することができる。

(10) その他の条件については、再編対象会社の条件に準じて決定する。
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② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の状況】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2022年８月31日 － 172,500 － 50,000 － －
 

 
(5) 【大株主の状況】

  　　2022年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社花明 埼玉県北葛飾郡松伏町大字上赤岩1530番地１ 80,000 46.38

中本久富 埼玉県北葛飾郡松伏町 31,900 18.49

伊藤裕昭 埼玉県吉川市 14,500 8.41

二田泰久 埼玉県春日部市 13,300 7.71

宮﨑恵子 埼玉県吉川市 12,100 7.01

早坂貴幸 大阪府豊中市 10,300 5.97

柳澤謙介 埼玉県越谷市 10,300 5.97

松本寝具株式会社 東京都江東区南砂５丁目15番11号 100 0.06

計 － 172,500 100.00
 

(注)　株式総数に対する発行済株式(自己株式を除く。)の総数に対する所有株式数の割合は、小数点以下第３位を四

捨五入しております。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2022年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 172,500
 

1,725 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 172,500 ― ―

総株主の議決権 ― 1,725 ―
 

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第５ 【経理の状況】

 

１．中間財務諸表の作成方法について

当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和52年大蔵省令第38号)に

基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間(2022年３月１日から2022年８月31日ま

で)の中間財務諸表について、Mooreみらい監査法人により中間監査を受けております。

　　なお、Moore至誠監査法人は、2022年７月１日付できさらぎ監査法人と合併し、Mooreみらい監査法人に変更してお

　ります。

 
３．中間連結財務諸表について

当社には子会社がありませんので、中間連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【中間財務諸表等】

(1) 【中間財務諸表】

① 【中間貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2022年２月28日)
当中間会計期間
(2022年８月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 922,991 1,063,685

  売掛金 615,074 472,452

  商品 27,811 15,408

  貯蔵品 5,461 4,997

  前払費用 12,197 14,276

  その他 1,651 1,100

  貸倒引当金 △30 －

  流動資産合計 1,585,158 1,571,921

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） ※２  97,603 ※２  93,139

   車両運搬具（純額） 7,259 5,699

   工具、器具及び備品（純額） 2,994 3,267

   土地 ※２  167,124 ※２  167,124

   有形固定資産合計 ※１  274,982 ※１  269,231

  無形固定資産   

   特許権 33,787 28,719

   電話加入権 451 451

   ソフトウエア 36,682 39,977

   ソフトウエア仮勘定 4,270 12,566

   無形固定資産合計 75,191 81,714

  投資その他の資産   

   長期前払費用 383 249

   繰延税金資産 25,937 28,846

   敷金及び保証金 20,460 20,490

   その他 5,246 246

   投資その他の資産合計 52,028 49,833

  固定資産合計 402,202 400,778

 資産合計 1,987,360 1,972,699
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2022年２月28日)
当中間会計期間
(2022年８月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 26,695 32,144

  1年内返済予定の長期借入金 ※２  151,512 ※２  151,512

  未払費用 250,574 241,859

  未払法人税等 67,644 45,609

  未払消費税等 ※３  18,156 ※３  16,139

  前受金 2,235 2,540

  預り金 12,019 11,878

  賞与引当金 10,210 20,496

  役員賞与引当金 12,200 －

  流動負債合計 551,248 522,181

 固定負債   

  長期借入金 ※２  634,938 ※２  559,182

  役員退職慰労引当金 41,338 47,282

  その他 3,352 3,852

  固定負債合計 679,628 610,316

 負債合計 1,230,876 1,132,497

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 50,000 50,000

  資本剰余金   

   その他資本剰余金 114,450 114,450

   資本剰余金合計 114,450 114,450

  利益剰余金   

   利益準備金 2,903 3,766

   その他利益剰余金   

    別途積立金 2,000 2,000

    繰越利益剰余金 587,104 669,960

   利益剰余金合計 592,008 675,727

  株主資本合計 756,459 840,177

 新株予約権 23 23

 純資産合計 756,483 840,201

負債純資産合計 1,987,360 1,972,699
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② 【中間損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間会計期間
(自  2021年３月１日
　至  2021年８月31日)

当中間会計期間
(自  2022年３月１日
　至  2022年８月31日)

売上高 1,786,505 1,909,294

売上原価 1,252,525 1,340,182

売上総利益 533,979 569,111

販売費及び一般管理費 438,608 434,960

営業利益 95,371 134,151

営業外収益   

 受取利息 1 0

 受取配当金 502 502

 受取手数料 600 1,131

 為替差益 221 579

 その他 1,356 1,247

 営業外収益合計 2,681 3,461

営業外費用   

 支払利息 2,905 2,466

 営業外費用合計 2,905 2,466

経常利益 95,147 135,146

税引前中間純利益 95,147 135,146

法人税、住民税及び事業税 41,856 45,712

法人税等調整額 △8,594 △2,909

法人税等合計 33,261 42,803

中間純利益 61,885 92,343
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③ 【中間株主資本等変動計算書】

　前中間会計期間(自　2021年３月１日　至　2021年８月31日)

 (単位：千円)

 

株主資本

新株

予約権

純資産

合計資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計
その他

資本

剰余金

資本

剰余金

合計

利益

準備金

その他利益剰余金
利益

剰余金合計別途

積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 50,000 114,450 114,450 2,213 2,000 437,621 441,835 606,286 23 606,309

当中間期変動額           

剰余金の配当    690  △7,590 △6,900 △6,900  △6,900

中間純利益      61,885 61,885 61,885  61,885

当中間期変動額合計 － － － 690 － 54,295 54,985 54,985 － 54,985

当中間期末残高 50,000 114,450 114,450 2,903 2,000 491,916 496,820 661,271 23 661,295
 

 

　当中間会計期間(自　2022年３月１日　至　2022年８月31日)

 (単位：千円)

 

株主資本

新株

予約権

純資産

合計資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計
その他

資本

剰余金

資本

剰余金

合計

利益

準備金

その他利益剰余金
利益

剰余金合計別途

積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 50,000 114,450 114,450 2,903 2,000 587,104 592,008 756,459 23 756,483

当中間期変動額           

剰余金の配当    862  △9,487 △8,625 △8,625  △8,625

中間純利益      92,343 92,343 92,343  92,343

当中間期変動額合計 － － － 862 － 82,856 83,718 83,718 － 83,718

当中間期末残高 50,000 114,450 114,450 3,766 2,000 669,960 675,727 840,177 23 840,201
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④ 【中間キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間会計期間
(自  2021年３月１日
　至  2021年８月31日)

当中間会計期間
(自  2022年３月１日
　至  2022年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前中間純利益 95,147 135,146

 減価償却費 21,793 21,142

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 10 △30

 賞与引当金の増減額（△は減少） 9,785 10,286

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △12,200

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,944 5,944

 受取利息及び受取配当金 △503 △502

 支払利息 2,905 2,466

 為替差損益（△は益） △221 △579

 売上債権の増減額（△は増加） △48,343 142,622

 棚卸資産の増減額（△は増加） △1,526 12,866

 仕入債務の増減額（△は減少） 503 5,449

 未払費用の増減額（△は減少） △12,111 △8,714

 未払消費税等の増減額（△は減少） △13,519 △2,016

 その他 △19,763 △753

 小計 40,098 311,127

 利息及び配当金の受取額 503 502

 利息の支払額 △3,258 △2,442

 法人税等の支払額 △15,812 △67,747

 営業活動によるキャッシュ・フロー 21,530 241,440

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △2,349 △1,037

 無形固定資産の取得による支出 △6,116 △20,877

 敷金及び保証金の差入による支出 △28 △30

 敷金及び保証金の返還による収入 168 －

 その他 － 5,000

 投資活動によるキャッシュ・フロー △8,324 △16,944

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入金の返済による支出 △131,662 △75,756

 配当金の支払額 △6,900 △8,625

 財務活動によるキャッシュ・フロー △138,562 △84,381

現金及び現金同等物に係る換算差額 221 579

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △125,133 140,694

現金及び現金同等物の期首残高 1,030,825 922,991

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※  905,691 ※  1,063,685
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【注記事項】

(重要な会計方針)

１．資産の評価基準及び評価方法

(1) 棚卸資産

　主として総平均法による原価法(中間貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定)を

採用しております。

 
２．固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産

定率法を採用しております。ただし、建物(建物附属設備は除く)並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属

設備及び構築物については、定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物　　　            ３年～31年

車両運搬具　　　    　２年～６年

工具、器具及び備品　  ４年～20年

(2) 無形固定資産

定額法を採用しております。

なお、主な償却年数は以下のとおりであります。

　特許権　　　　　　　　　　　　８年

　ソフトウエア（自社利用分）　　５年（社内における利用可能期間）

 
３．引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個

別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき当中間会計期間に見合う分を計上してお

ります。

(3) 役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金規程に基づく中間期末要支給額を計上しております。

 
４. 収益及び費用の計上基準　　

　　当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足す

る　

　通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。

　　①　管理会社サポート事業

       管理会社サポート事業においては、主に建物定期巡回サービス、レンタルコンテナ点検サービス、マンスリ

　　　ーマンションサポートサービスの提供等を行っており、建物巡回清掃、コンテナ巡回、室内清掃等のサービス

　　　の提供が完了した時点で履行義務が充足されると判断し、当該時点で収益を認識しております。また、一部、

　　　顧客の契約者からの問い合わせ対応等のコールセンターサービスを提供しておりますが、これは契約期間にわ

　　　たり均一のサービスを提供するものであるため、時の経過に応じて履行義務が充足されると判断し、サービス

　　　を提供する期間にわたり収益を認識しております。

　　　　管理会社サポート事業のサービスに関する取引の対価は、サービスの提供後、概ね１ヶ月以内に受領してお

　　　ります。

　　　　なお、管理会社サポート事業におけるサービスの提供について紹介料等が生ずる場合、取引価格は、契約に

　　　おいて顧客と約束した対価から当該紹介料等の見積額を控除した金額で算定しております。この紹介料等の見

　　　積額は、あらかじめ契約などで決定していることが多いことから、当該契約に基づき算定しております。

 
 
   ②　インテリア・トータルサポート事業
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　　　　インテリア・トータルサポート事業においては、主に全国ツーマン配送ネットワークサービス、一般商材の

　　　配送サービスの提供等を行っており、配送、設置等のサービスの提供が完了した時点で履行義務が充足される

　　　と判断し、当該時点で収益を認識しております。

　　　　インテリア・トータルサポート事業のサービスに関する取引の対価は、サービスの提供後、概ね１ヶ月以内

　　　で受領しております。

 
　　③　その他

　　　　その他においては、主に当社が所有する不動産の賃貸等を行っており、賃貸借契約に基づく賃貸借期間にわ

　　　たり収益を認識しております。

 
５．中間キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わ

ない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期的な投資からなっております。
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(会計方針の変更)

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当中間会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、紹介料等の顧客に支払われる対価について、従来は、販売費及び一般管理費として処理する方

法によっておりましたが、取引価格から減額する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、当中間会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当中間会計期

間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当中間会計期間の売上高、販売費及び一般管理費はそれぞれ4,802千円減少しておりますが、営業

利益、経常利益、税引前中間純利益に変更はありません。また、利益剰余金の当期首残高に与える影響はあり

ません。

なお、収益認識会計基準第89-３項に定める経過的な取扱いに従って、「収益認識関係」注記のうち、当中間

会計期間に係る比較情報については記載しておりません。

 
（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当中間会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしました。なお、中間財務諸表に与える影響はあり

ません。

また、「金融商品関係」注記において、金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項等の注記を行う

こととしました。ただし、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府

令」（令和２年３月６日内閣府令第９号）附則第３条第２項により、経過的な取扱いに従って、当該注記のう

ち前事業年度に係るものについては記載しておりません。
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(中間貸借対照表関係)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

 

 
前事業年度

(2022年２月28日)
当中間会計期間
(2022年８月31日)

有形固定資産の減価償却累計額 68,140千円 74,150千円
 

 

※２　担保資産及び担保付債務

担保に供している資産及び担保付債務は以下のとおりであります。

 

 
前事業年度

(2022年２月28日)
当中間会計期間
(2022年８月31日)

建物(純額) 90,786千円 86,570千円

土地 139,974　〃 139,974　〃

計 230,761千円 226,545千円
 

 

 
前事業年度

(2022年２月28日)
当中間会計期間
(2022年８月31日)

１年内返済予定の長期借入金 15,672千円 15,672千円

長期借入金 181,968　〃 174,132　〃

計 197,640千円 189,804千円
 

 
※３　消費税等の取扱い

　　　仮払消費税等及び仮受消費税等は相殺のうえ、「未払消費税等」として表示しております。

 
　４　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行７行と当座貸越契約等を締結しております。

中間会計期間末における当座貸越契約等に係る借入未実行残高は次のとおりであります。

 

 
前事業年度

(2022年２月28日)
当中間会計期間
(2022年８月31日)

当座貸越極度額 750,000千円 750,000千円

リボルビング・クレジット・ファ
シリティ契約極度額

500,000千円 500,000千円

借入実行残高 －　〃 －　〃

差引額 1,250,000千円 1,250,000千円
 

 

(中間損益計算書関係)

　　　減価償却実施額は、次のとおりであります。

 

 
前中間会計期間

(自　2021年３月１日
至　2021年８月31日)

当中間会計期間
(自　2022年３月１日
至　2022年８月31日)

　有形固定資産 6,445千円 6,787千円

　無形固定資産 15,347千円 14,354千円
 

EDINET提出書類

株式会社パパネッツ(E33610)

半期報告書

22/35



 

(中間株主資本等変動計算書関係)

前中間会計期間(自　2021年３月１日　至　2021年８月31日)

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式(株) 172,500 － － 172,500
 

 
２．自己株式に関する事項

該当事項はありません。

 
３．新株予約権に関する事項

内訳
目的となる
株式の種類

目的となる株式の数（株）  当中間会計
 期間末残高
（千円）当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

第２回
新株予約権
(注)

普通株式 23,950 － － 23,950 23

合計 23,950 － － 23,950 23
 

(注) 目的となる株式の数は、新株予約権が権利行使されたものと仮定した場合における株式数を記載しておりま

す。

 
４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

2021年５月20日
定時株主総会

普通株式 6,900 40.00 2021年２月28日 2021年５月21日
 

 

(2) 基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間後となるもの

該当事項はありません。

 

当中間会計期間(自　2022年３月１日　至　2022年８月31日)

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式(株) 172,500 － － 172,500
 

 
２．自己株式に関する事項

該当事項はありません。

 
３．新株予約権に関する事項

内訳
目的となる
株式の種類

目的となる株式の数（株）  当中間会計
 期間末残高
（千円）当事業年度期首 増加 減少 当中間会計期間末

第２回
新株予約権
(注)

普通株式 23,950 － － 23,950 23

合計 23,950 － － 23,950 23
 

(注) 目的となる株式の数は、新株予約権が権利行使されたものと仮定した場合における株式数を記載しておりま

す。
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４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

2022年５月20日
定時株主総会

普通株式 8,625 50.00 2022年２月28日 2022年５月23日
 

 

(2) 基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間後となるもの

該当事項はありません。

 

(中間キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりであり

ます。

 

 
前中間会計期間

(自　2021年３月１日
至　2021年８月31日)

当中間会計期間
(自　2022年３月１日
至　2022年８月31日)

現金及び預金 905,691千円 1,063,685千円

現金及び現金同等物 905,691千円 1,063,685千円
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(金融商品関係)

１. 金融商品の時価等に関する事項

　　中間貸借対照表計上額(貸借対照表計上額)、時価及びこれらの差額については、以下のとおりであります。

 
前事業年度(2022年２月28日)

 
貸借対照表計上額

(千円)
時価
(千円)

差額
(千円)

長期借入金(※２) 786,450 783,109 △3,340

負債計 786,450 783,109 △3,340
 

(※１)　「現金及び預金」「売掛金」「買掛金」「未払費用」「未払法人税等」「未払消費税等」については、現金

であること、及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、注記を省略してお

ります。

(※２)　１年内返済予定の長期借入金を含んでおります。

 

当中間会計期間(2022年８月31日)

 
中間貸借対照表計上額

(千円)
時価
(千円)

差額
(千円)

長期借入金(※２) 710,694 705,580 △5,113

負債計 710,694 705,580 △5,113
 

(※１)　「現金及び預金」「売掛金」「買掛金」「未払費用」「未払法人税等」「未払消費税等」については、現金

であること、及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、注記を省略してお

ります。

(※２)　１年内返済予定の長期借入金を含んでおります。
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２. 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

　 金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類し

ております。

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の算定

の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係る

インプットを用いて算定した時価

　 レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

　 時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属する

レベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

 
　(1)時価で中間貸借対照表に計上している金融商品

　　該当事項はありません。

 
　(2)時価で中間貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品

当中間会計期間（2022年８月31日）

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金(※) － 705,580 － 705,580

負債計 － 705,580 － 705,580
 

（※）１年内返済予定の長期借入金を含んでおります。

 
（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

長期借入金

　長期借入金の時価については、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、割引

現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。
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(賃貸等不動産関係)

当社では、埼玉県においてオフィスビル（土地を含む）、倉庫、神奈川県にトランクルームを有しております。

オフィスビルの一部については、自社のオフィスとして使用しているため、賃貸等不動産として使用される部分を

含む不動産としております。

これら賃貸等不動産及び賃貸等不動産として使用される部分を含む不動産に関する中間貸借対照表計上額(貸借対

照表計上額)、期中増減額並びに中間期末（期末）の時価及び当該時価の算定方法は以下のとおりであります。

  (単位：千円)

 
前事業年度

(2022年２月28日)
当中間会計期間
(2022年８月31日)

賃貸等不動産

中間貸借対照表計上額
(貸借対照表計上額)

期首残高 135,067 129,438

期中増減額 △5,628 △2,814

中間期末
(期末)残高

129,438 126,624

中間期末(期末)時価 85,339 85,130

賃貸等不動産として
使用される
部分を含む不動産

中間貸借対照表計上額
(貸借対照表計上額)

期首残高 135,776 134,072

期中増減額 △1,703 △1,551

中間期末
(期末)残高

134,072 132,520

中間期末(期末)時価 222,467 222,093
 

(注) １．中間貸借対照表計上額(貸借対照表計上額)は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

２．中間期末(期末)の時価は、主として直近の「固定資産税評価額」に基づいて自社で算定した金額によってお

ります。
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(収益認識関係)

  １．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
　　　当中間会計期間（自　2022年３月１日　至　2022年８月31日）

（単位：千円）　　

 
管理会社サポート

事業

インテリア・　　
トータルサポート
　　　事業

その他 合計

　共同配送収入 － 327,415 － 327,415

　建物巡回清掃売上 283,803 － － 283,803

　運送売上 124,072 150,007 － 274,080

　コンテナ巡回売上 235,978 － － 235,978

　室内清掃売上 235,978 － － 235,978

　ホテル清掃売上 124,234 － － 124,234

　販売売上 176,596 13,653 － 190,249

　その他 184,682 44,301 8,570 237,553

顧客との契約から生じる収益 1,365,346 535,377 － 1,900,724

その他の収益 － － 8,570 8,570

外部顧客への売上高 1,365,346 535,377 8,570 1,909,294
 

 
  ２．顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

　　　 「（重要な会計方針）４.収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

 
３．顧客との契約に基づく履行義務の充足と当該契約から生じるキャッシュ・フローとの関係並びに当中間会計期間

末において存在する顧客との契約から当中間会計期間の末日後に認識すると見込まれる収益の金額及び時期に関す

る情報

　　(1)契約負債の残高等

　　　重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 
　　(2)残存履行義務に配分した取引価格

　　　重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社の事業セグメントは、御用聴き事業のみの単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しており

ます。

 

【関連情報】

　前中間会計期間(自　2021年３月１日　至　2021年８月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

    (単位：千円)

 管理会社サポート事業
インテリア・トータル

サポート事業
その他 合計

外部顧客への売上高 1,269,698 503,939 12,867 1,786,505
 

 

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

 
(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 
３．主要な顧客ごとの情報

 (単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高

株式会社マックスファシリティーズ 270,855

エリアリンク株式会社 253,193
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　当中間会計期間(自　2022年３月１日　至　2022年８月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

    (単位：千円)

 管理会社サポート事業
インテリア・トータル

サポート事業
その他 合計

外部顧客への売上高 1,365,346 535,377 8,570 1,909,294
 

 

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

 
(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 
３．主要な顧客ごとの情報

 (単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高

エリアリンク株式会社 256,090

株式会社マックスファシリティーズ 237,415
 

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

 
【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

 
【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり純資産額並びに１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前事業年度

(2022年２月28日)
当中間会計期間
(2022年８月31日)

(1) １株当たり純資産額 4,385円27銭 4,870円60銭
 

 

 
前中間会計期間

(自　2021年３月１日
至　2021年８月31日)

当中間会計期間
(自　2022年３月１日
至　2022年８月31日)

(2) １株当たり中間純利益 358円76銭 535円33銭

(算定上の基礎)   

中間純利益(千円) 61,885 92,343

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る中間純利益(千円) 61,885 92,343

普通株式の期中平均株式数(株) 172,500 172,500
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、新株予約権の残高はありますが、当社株式は売買実績がな

く期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

(2) 【その他】

該当事項はありません。
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第６ 【提出会社の参考情報】

 

当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(１)　有価証券報告書及びその添付書類

　　 事業年度　第27期（自　2021年３月１日　至　2022年２月28日）　2022年５月31日　関東財務局長に提出。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書
 

 

 

2022年11月28日

株式会社パパネッツ

　取締役会　御中

 
Mooreみらい監査法人
東京都千代田区

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 梅　澤　慶　介  

 

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 井　出　嘉　樹  

 

 

 
中間監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社パパネッツの2022年３月１日から2023年２月28日までの第28期事業年度の中間会計期間（2022年３月１日

から2022年８月31日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資本等変動計

算書、中間キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針及びその他の注記について中間監査を行った。

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

して、株式会社パパネッツの2022年８月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間（2022年３月１

日から2022年８月31日まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認め

る。

 
中間監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査

の基準における当監査法人の責任は、「中間財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、

我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、中間監査の意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断してい

る。

 
中間財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠して中間財務諸表を作

成し有用な情報を表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し有

用な情報を表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適切であるか

どうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
中間財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した中間監査に基づいて、全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資

者の判断を損なうような重要な虚偽表示がないかどうかの合理的な保証を得て、中間監査報告書において独立の立場か

ら中間財務諸表に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に

又は集計すると、中間財務諸表の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断

される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる中間監査の基準に従って、中間監査の過程を通じて、職業的

専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対
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応する中間監査手続を立案し、実施する。中間監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、中間監査の

意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。なお、中間監査手続は、年度監査と比べて監査手続の一

部が省略され、監査人の判断により、不正又は誤謬による中間財務諸表の重要な虚偽表示リスクの評価に基づいて、

分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続が選択及び適用される。

・ 中間財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評

価の実施に際して、状況に応じた適切な中間監査手続を立案するために、中間財務諸表の作成と有用な情報の表示に

関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する

注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として中間財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基

づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか

結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、中間監査報告書において中間財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間財

務諸表に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、中間監査報告書日までに入手し

た監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸表の作成基準に準拠

しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間財務諸表が

基礎となる取引や会計事象に関して有用な情報を表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した中間監査の範囲とその実施時期、中間監査の実施過程で識別した

内部統制の重要な不備を含む中間監査上の重要な発見事項、及び中間監査の基準で求められているその他の事項につい

て報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以　上

 

 

（注）１．上記の中間監査報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは中間監査の対象には含まれていません。
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